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●毎n 1日･11日･21日宛行第741号

　　　　　　市　の　人　口

　　　　（昭和61年６月１日現在）

世帯数　　53,650世帯（前月比69世帯増）

人　口　　167,232人（前月比222人増）

　　男　　82,888人

　　女　　84,344人

５月31日、市内632団体が参加して

京
都
国
体
契
機
に
、

　
恒
久
的
な
社
会
づ
く
り
運
動

　
　
「
新
し
い
歴
史
に
向
か
っ
て
走
ろ
う
宇
治
市
市
民
運
動

推
進
協
議
会
」
の
設
立
総
会
が
五
月
三
十
一
日
、
文
化
会

館
小
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
京
都
国
体
を

契
機
に
市
民
が
一
丸
と
な
っ
て
、
美
し
く
ま
ご
こ
ろ
の
こ

も
っ
た
社
会
づ
く
り
を
目
指
す
も
の
で
、
総
会
で
は
規
約

や
役
員
の
選
出
、
そ
し
て
運
動
の
基
本
と
な
る
市
民
運
動

推
進
要
綱
な
ど
が
決
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
総
会

に
先
立
ち
、
国
体
宇
治
市
実
行
委
員
会
の
第
二
回
総
会
が

開
か
れ
、
本
年
度
の
運
営
方
針
な
ど
が
決
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
市
民
運
動
推
進
協
議
会
に
つ
い

て
は
、
昭
和
五
十
八
年
三
月
の
国

体
宇
治
市
準
備
委
員
会
で
、
市
民

運
動
専
門
委
員
会
が
設
ほ
さ
れ
て

以
采
、
そ
の
在
り
方
に
つ
い
て
協

議
が
重
ね
ら
れ
て
来
ま
し
た
。
。

　
そ
の
結
果
、
国
体
宇
治
市
実
行

委
員
会
と
は
別
の
組
織
と
し
て
、

国
体
だ
け
舎
目
指
す
の
で
は
な
く
、

４
設
立
総
会
で
就
任

あ
い
さ
つ
を
述
べ
る

堀
井
会
長

恒
久
的
な
市
民
運
動
組
織
で
あ
る

べ
・
き
と
の
考
え
に
基
づ
き
、
六
十

年
九
月
五
日
に
池
本
宇
治
市
長
の

呼
び
掛
け
で
、
第
一
回
設
立
発
起

人
会
を
開
催
。
六
十
一
年
四
月
二

十
四
日
、
設
立
総
公
一
日
程
や
事
業

計
画
案
な
貰
術
定
さ
れ
、
五
月

三
十
一
日
、
市
内
六
百
三
十
二
の

団
体
が
参
加
し
て
正
式
に
ス
タ
ー

ト
し
た
も
の
で
す
。

　
設
立
総
会
で
は
、
ま
ず
規
約
を

決
定
。
そ
し
て
堀
井
信
夫
会
長
（
商

工
会
議
所
会
頭
）
を
初
め
と
す
る

役
員
三
十
九
人
夕
選
出
し
た
後
、

活
動
の
基
本
と
な
る
「
市
民
運
動

推
進
要
綱
」
、
そ
の
実
践
項
目
、
本

年
度
の
事
業
計
画
や
運
営
方
針
が

決
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
各
部
会
や
推
進
員
な

ど
細
部
の
体
制
整
備
と
具
体
的
な

事
業
計
画
の
立
案
を
目
指
す
と
共

に
、
組
織
の
広
が
り
を
図
り
、
市

民
運
動
の
啓
発
に
も
取
り
組
ん
で

行
き
ま
す
。

　
３
つ
の
基
本
目
標
と

　
　
７
つ
の
運
動
項
目

　
市
民
運
動
推
裔
員
に
稀
つ
く

実
践
項
目
で
は
、
三
つ
の
基
本
目

標
と
七
つ
の
運
動
項
目
を
定
め
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
運
動
項
目
に

は
、
家
庭
、
地
域
、
学
校
（
園
）
、
職

場
の
各
領
域
で
取
り
組
む
べ
き
目

標
テ
ー
マ
を
設
罵
そ
の
内
容
の

ほ
と
ん
ど
は
示
さ
な
善
行
か
通

め
よ
夕
諾
潔
な
環
禍
つ
く
り
を

進
め
ぶ
ア
ぷ
転
車
の
放
置
を
や

め
ぶ
ア
な
ど
、
道
徳
的
・
教
育

的
な
要
素
聚
貿
り
む
の
で
す
。

　
従
っ
て
、
市
民
運
動
の
推
進
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
自

発
的
な
実
践
と
協
力
が
な
け
れ
ば

実
現
出
来
ま
せ
ん
。
市
民
の
皆
さ

ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
ぶ
錫

に
取
り
組
み
、
そ
の
広
が
り
の
輪

つ
て
実
り
あ
る
も

の
と
し
て
、
定
着
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　
〈
３
つ
の
基
本
目
標
〉

・
豊
か
な
心
を
育
て
ぶ
つ

・
た
く
ま
し
い
体
を
つ
ぐ
ろ
ラ

・
明
る
く
住
み
よ
い
明
日
の
宇
治

　
市
を
つ
ぐ
う
コ

　
〈
７
つ
の
運
動
項
目
〉

Ｏ
親
切
と
ふ
れ
あ
い
の
輪
を
広
げ

　
ぶ
つ

Ｏ
社
会
ｍ
Ｑ
ル
ー
ル
か
呑
ろ
う

・
健
辰
つ
く
り
に
つ
と
め
ぷ
つ

ひ
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
も
う

っ
ま
ち
舎
夫
１
　
７
に
よ
う

Ｏ
花
い
っ
ぱ
い
緑
い
っ
ぱ
い
に
し

　
ぷ
っ

・
郷
土
か
工
く
知
り
、
自
然
・
文
化

　
を
大
切
に
し
よ
う

３
専
門
委
員
会
に

　
専
門
部
会
を
設
置

　
五
月
三
十
一
日
、
文
化
合
一
館
小

ホ
ー
ル
で
は
、
市
民
運
動
推
進
協

議
会
の
設
立
総
会
に
先
立
ち
、
国

体
宇
治
市
実
行
委
員
会
の
第
二
回

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
年
度
の
運
営
方
針
と
し
て
、

①
関
係
機
関
・
団
体
な
μ
Ｅ
の
緊

密
な
連
携
を
図
り
、
諸
計
画
の
確

立
と
諸
事
業
を
推
進
す
る
②
市
民

運
動
と
の
連
携
を
緊
密
に
し
、
京

都
国
体
へ
の
気
運
醸
成
と
市
民
の

体
力
づ
く
り
、
ス
ポ
ー
ツ
意
識
の

高
揚
に
努
め
る
１
の
二
点
を
確
認
。

事
業
と
し
て
、
競
技
会
場
や
関
連

施
設
の
整
備
促
進
、
競
技
開
催
時

に
お
け
る
運
営
体
制
の
確
立
促
進

な
ど
、
九
項
目
か
推
進
す
る
こ
と

が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
更
に
、
京
都
国
体
を
二
年
後
に
、

リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
を
来
年
に
控
え

競
技
・
式
典
、
輸
送
・
交
通
・
警
備
、

宿
泊
・
衛
生
の
三
専
門
委
員
会
に

具
体
的
な
業
務
を
担
当
す
る
宙
同

部
会
を
、
二
部
会
ず
つ
設
置
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

市民運動推進協議会の役員名簿（順不同・敬称略）

氏　　名 所属団体・職名

会長 堀　井　信　夫 宇治商工会議所会頭

副

会

長

和　田　安　治 宇治市体育協会会長
ａ　井　政　信 宇台市体育振興会連合会会長

前　川　ｷl　子 宇台市婦人会連絡fft議会会長
中　村　英　一 宇吊t)観光協会会長

僑　内　憲　次 宇台青年会議所代表

伊　藤　義　明 市民運動専門委貝会委買長

理

事

加　藤　勝　子 市民運動専門委貝会副委員長
内　山　映　二 市民運動専門委貝会副委貝長

井　上　陽　男 宇治市体育指導員会委貝長
前　川　幸　雄 宇治市校長会会長

上林’泰夫 宇台市内公立高等学校校長代表

川　田　平八郎 私立宇ifl高等学校校長

笠　鴫　教　瑞 宇冶市青少年健全育成協議会会長

松　田　三　良 宇介市連合育友会会長
西　山　喜代次 宇冶市社会福祉協議会会長

潮　口　純　－ 宇?i市農業協同組合組合長
永　田　午　郎 宇治久世医師会副会長

鈴　木　智　之 宇治久世歯科医師会会長
神　部　一　香 宇治久世薬剤師会会長

左　　弥太郎 宇治公衆衛生協会会長
岩　井　勘　造 宇台交通安全協会会長

若　原　英　戌 文化財愛護協会理事長職務代理
伊　藤　宗　恂 宇治市文化協会会長

LU　田　吉　三 宇治市クリーン宇治運動推進協議会事務局長

勝　　匡　昭 宇Ｍ方犯協会副会長

渡　辺　敏　夫 宇fl市消防団団長

池　本　楢　秀 宇fiロータリークラブ代表
中　村　初太郎 宇台ライオンズクラブ会長

中　村　幸　子 国際ソロプチミスト宇治代表
西　川　善　通 大和田区自治会会長
山村二郎 第七連合町内会会長

小　西　修　次 西小介自治連合会会長
千　葉　利　－ 宇ififrS通り商店街振興組合理事長

山　口　邦　夫 宇・城・久地区労働組合協議会副会長
石　島　　章 南山城地区同盟事務局長

安　村　一　起 京都中立宇治・城陽地区協議会議長

監
事

北條吉郎 宇冶市収入役

膿　村　　力 宇治市監査委貝

60年度＝児童･生徒の問題行動の現況

反社会的問題行動は

　　　低年齢化が進行

　
こ
の
程
、
市
教
育
委
員
会
が

六
十
年
度
「
児
童
・
生
徒
の
問

題
行
動
の
現
況
」
か
ま
と
め
ま

し
た
。
前
年
度
に
比
べ
、
怠
学

や
被
害
な
ど
の
非
社
会
的
問
題

行
動
は
、
小
・
中
学
生
共
に
増
加
。

一
方
、
社
会
規
範
に
違
反
す
る

反
社
会
的
問
題
行
動
は
、
小
学

生
が
や
や
減
少
、
中
学
生
が
増

加
。
特
に
、
中
学
生
で
は
、
窃
盗

や
不
健
全
な
遊
び
が
著
し
ぐ
増

え
ま
し
た
。
共
に
問
題
行
動
の

低
年
齢
化
か
進
行
し
た
こ
と
が

特
徴
で
す
。
そ
し
て
、
中
学
生

の
中
に
は
、
家
庭
で
の
辛
さ
や

苦
し
み
か
ら
、
繰
り
返
し
問
題

を
起
こ
す
生
徒
の
増
加
が
見
ら

れ
未
丁
。

　
〈
小
学
生
〉
・
・
皮
社
会
的
問
題

行
動
児
童
の
指
導
延
べ
人
数
は
、

五
百
二
十
三
人
（
在
籍
比
三
り
）
。

前
年
度
比
、
件
数
で
二
百
増
、

人
数
ぶ
百
の
減
で
す
。
内
容

で
は
①
万
引
き
（
百
四
十
一
人
）

②
い
じ
の
・
い
や
が
ら
せ
（
百
十

九
人
）
③
窃
盗
（
五
十
一
人
）
④

火
遊
び
（
四
十
七
人
）
⑤
金
銭
持

ち
出
し
（
四
十
一
人
）
⑥
不
健
全

な
遊
び
（
三
十
二
人
了
の
順
、

窃
盗
の
増
加
（
十
七
人
増
）
が
若

干
目
立
つ
も
の
の
、
他
は
ほ
ぼ

横
ば
い
。
不
健
全
な
遊
び
は
、
大

幅
に
減
り
ま
し
た
（
二
十
八
人

6
0
年
度
＝
宇
治
市
青
少
年
セ
ン
タ
ー
の
あ
ゆ
み

問
題
行
動
は

　
中
学
生
が
ト
ッ
プ

　
こ
の
程
、
青
少
年
セ
ン
タ
ー

が
、
六
十
年
度
「
宇
治
市
青

少
年
セ
ン
タ
ー
の
あ
ゆ
み
」
を

発
行
Ｌ
笙
し
た
。

　
ま
と
め
に
よ
る
と
、
問
題
行

動
の
街
頭
補
導
で
の
指
導
人
数

は
二
百
五
十
八
人
。
五
十
七
年

度
以
降
の
増
加
基
調
が
ス
ト
″

プ
し
、
前
年
度
に
比
べ
て
八
十

四
人
（
二
五
％
）
も
減
っ
て
い
ま
・

す
。
年
齢
的
に
は
中
学
生
が
百

五
十
八
人
（
六
一
％
）
と
最
も
多

く
、
以
下
ふ
学
生
六
十
二
人
（
二

四
％
）
、
高
校
生
二
十
人
（
八
％
）
、

そ
の
他
少
年
十
八
人
（
七
弧
）
－

の
順
。
内
容
的
に
は
、
前
年
度

減
少
し
て
い
た
深
夜
徘
徊
が
中

学
生
を
中
心
に
再
び
増
加
。
ゲ

ー
ム
場
出
入
り
な
ど
の
不
健
全

な
遊
び
や
、
中
・
高
校
生
の
喫
煙

な
μ
石
、
依
然
と
し
て
多
く
見

β
誓
子
。
こ
の
外
、
有
職
・
無

職
少
年
ら
の
オ
ー
ト
バ
イ
で
の

暴
走
行
為
は
増
加
傾
向
に
。
シ

ン
ナ
ー
遊
び
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
な
お
、
五
十
七
年
の
開
設
以

来
、
着
実
に
増
え
て
来
た
電
話

減
）
。
非
社
会
的
問
題
行
動
で
は
、

登
校
拒
否
が
五
十
九
人
で
前
年

比
十
一
人
の
減
。
し
か
し
、
被

害
（
校
外
で
の
恐
か
つ
、
盗
難
、

痴
漢
）
は
、
二
十
七
人
増
の
三
十

八
人
。
大
幅
に
増
え
て
い
ま
す
。

　
〈
中
学
生
Ｔ
・
反
社
会
的
問
題

行
動
の
指
導
延
べ
人
数
は
、
千

三
亘
一
千
五
人
（
在
籍
比
一
五

％
）
。
件
数
で
一
九
％
、
人
数
で

二
五
り
増
え
て
い
ま
す
。
内
容

で
は
、
①
暴
力
（
二
亘
二
十
三

人
）
②
不
健
全
な
遊
び
（
百
九
十

人
）
③
万
引
き
（
百
七
土
ハ
大
）

④
い
じ
の
・
い
や
が
ら
せ
（
百
五

土
ハ
大
）
⑤
喫
煙
・
飲
酒
（
百
六

人
）
⑥
教
師
反
抗
（
六
十
八
人
）

⑦
無
断
外
泊
（
六
十
二
人
）
－

の
順
。
喫
煙
・
飲
酒
は
大
幅
に

減
。
し
か
し
、
不
健
全
な
遊
び

や
万
引
き
は
倍
増
、
教
師
へ
の

暴
力
は
三
倍
増
で
す
。
非
社
会

的
問
題
行
動
で
は
、
登
校
拒
否

が
若
干
の
減
。
し
か
し
、
怠
学

と
被
害
は
倍
近
ぐ
増
え
て
い
ま

す
。
　
　
（
青
少
年
対
策
室
）

相
談
は
、
各
地
域
で
の
相
談
活

動
な
ど
受
け
入
れ
窓
口
が
増
え

た
こ
と
夕
反
映
し
て
、
前
年
度

よ
り
四
百
九
十
二
件
減
の
二
千

百
三
十
一
件
。
相
談
者
で
は
、

二
十
歳
未
満
の
少
年
が
前
年
度

よ
り
八
・
六
％
増
え
て
四
四
・
三

％
。
特
に
、
小
学
生
は
約
七
悟

も
の
著
し
い
伸
び
m
し
て
い

ま
す
。
内
容
で
は
や
は
り
「
性

の
問
題
が
二
八
・
六
％
･
ｐ
ト
″

プ
。
他
は
Ｉ
〇
％
以
下
で
、
二

位
「
対
人
関
係
」
、
三
位
「
異
性
」

四
位
「
健
康
」
、
五
位
「
家
族
」
！

の
順
。
男
女
別
で
は
、
性
の
問

題
で
男
性
が
八
六
％
夕
占
め
、

逆
に
対
人
関
係
、
異
性
の
問
題

で
は
女
性
が
八
〇
％
前
後
と
。

男
女
の
立
場
や
特
性
の
違
い
か

ら
、
相
談
内
容
に
つ
い
て
も
変

化
が
見
ら
れ
る
よ
つ
で
す
。

　
　
　
　
（
青
少
年
対
策
室
）

605

7
月
６
日
は
投
票
日
　
衆
・
参
議
院
選
挙
　
最
高

裁
国
民
審
査

新しい歴史に向かって走ろう

宇治市市民運動推進評議会が発足

実行委
員会第
2回総
会
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若者の消費者被害を考える

一相談事例からー

　
便
利
な
も
の
、
カ
ツ
コ
い
い
も
の
が
い
ろ
い
ろ
宣
伝
さ
れ
、
今
お
金
が
無
く
て
も
欲
し
い

も
の
が
手
に
入
る
時
代
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
よ
く
考
え
て
見
る
と
、
不
必
要
な
商
品
な
ど

を
購
入
さ
せ
ら
れ
、
結
局
は
多
額
の
借
金
を
背
負
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
豊
田
商
事
に
代
表
さ

れ
る
高
齢
者
被
害
と
共
に
二
十
歳
前
後
の
若
年
者
の
被
害
も
増
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
消

費
生
活
相
談
に
寄
せ
ら
れ
た
事
例
か
ら
問
題
点
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス

路
上
で
呼
び
止
め
ら
れ
て
　
会
員
権

　
　
「
娘
さ
ん
い
ま
す
か
」
と
の
再

三
の
電
話
。
三
度
目
に
「
何
か
用

事
で
す
か
」
と
尋
ね
る
と
、
品
物
を

買
っ
て
お
金
か
払
っ
て
も
ら
っ
て

い
な
い
と
の
事
。
片
刃
な
物
を
い

く
ら
買
っ
た
の
か
分
か
ら
な
い
の

で
書
面
で
知
ら
せ
て
ほ
し
い
と
依

頼
す
る
と
、
健
康
食
品
や
化
粧
品
、
・

更
に
美
顔
券
な
ど
二
十
万
円
分
を

購
入
し
た
と
の
書
面
が
届
泌
蛋
し

た
。
娘
は
未
成
年
者
で
あ
り
無
職

で
収
入
の
当
て
も
な
く
親
も
支
払

え
な
い
と
、
父
親
が
相
談
に
来
ら

れ
ま
し
た
。

　
購
入
の
き
っ
か
け
は
、
新
京
極

か
歩
い
て
い
て
、
キ
″
″
チ
セ
ー

ル
ス
に
引
っ
掛
か
か
り
、
巧
み
な

話
術
で
そ
の
気
に
さ
せ
ら
れ
た
の

で
す
。
安
易
な
気
持
ち
で
商
品
を

受
け
取
っ
た
も
の
の
、
支
払
え
る

見
込
み
も
な
く
親
に
も
相
談
せ
ず

に
放
っ
て
い
ま
し
た
。

　
販
売
会
社
は
、
申
込
書
面
を
渡

さ
な
い
な
ど
正
式
な
契
約
手
続
き

も
せ
ず
、
ま
た
未
成
年
者
と
の
契

約
で
は
親
の
承
諾
が
必
要
な
こ
と

を
知
り
な
が
ら
、
多
額
の
商
品
を

売
っ
て
い
ま
す
。
更
に
若
い
女
性

に
肌
が
書
れ
い
に
な
る
と
か
、
も

っ
と
美
し
く
な
れ
る
と
か
、
そ
の

気
に
さ
せ
て
商
品
を
売
口
付
け
て

い
る
こ
と
な
ど
悪
質
と
思
わ
れ
ま

す
。

　
　
　
　
◇

　
こ
の
事
例
で
は
、
未
成
年
者
に

親
の
承
諾
も
な
し
に
販
売
し
た
事

を
理
由
に
、
内
容
証
明
郵
便
で
契

約
取
り
消
し
の
手
続
き
を
取
り
、

残
っ
て
い
る
商
品
は
返
品
に
蚤
し

た
。

　
こ
の
こ
と
に
よ
り
多
額
の
借
金

は
無
く
な
り
ま
し
た
が
、
買
い
物

輦
恚
時
に
は
、
本
当
に
今
必
要

な
も
の
か
、
自
分
に
支
払
う
能
力

が
あ
る
か
十
分
に
考
え
て
か
ら
決

め
る
ぶ
？
心
掛
け
た
い
も
の
で
す
。

ア
ポ
イ
ン
ト
セ
ー
ル
　

電
話
で
呼
び
出
さ
れ
　
健
康
食
品

　
二
十
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
の
Ｋ

君
に
「
海
外
旅
行
に
行
き
た
い
と

思
い
ま
せ
ん
か
。
良
い
方
法
が
あ

り
ま
す
よ
Ｊ
と
の
勧
誘
電
話
が
あ

り
ま
し
た
。
翌
日
、
指
定
さ
れ
た

事
務
所
へ
行
ぐ
と
、
［
海
外
旅
行
に

行
く
に
は
会
］
員
に
な
ら
な
け
れ
ば

い
け
ま
せ
ん
」
と
強
引
に
説
得
さ

れ
ま
し
た
。
「
手
持
ち
金
が
無
い
」

と
言
う
と
立
て
替
え
て
お
く
か

ら
と
契
約
を
急
が
さ
れ
、
サ
イ
ン

を
し
て
し
蛋
い
ま
し
た
。
会
員
権

の
こ
と
だ
と
ば
か
り
思
っ
て
い
る

と
、
後
日
英
会
話
教
材
が
届
け
ら

れ
ま
し
た
。
高
価
な
物
だ
し
、
役

に
立
ち
そ
シ
も
無
い
の
で
解
約
を

し
た
い
。
ど
フ
し
た
ら
良
い
の
で

し
よ
シ
か
と
の
相
談
で
し
た
。

　
　
　
　
◇

　
訪
問
販
売
法
で
は
、
店
舗
等
で

交
し
た
契
約
に
は
ク
ー
リ
ン
グ
オ

フ
が
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
の

場
合
、
事
務
所
へ
行
っ
た
の
は
本

人
の
茎
雀
な
く
勧
誘
に
よ
る
も

の
で
あ
り
、
当
然
ク
ー
リ
ン
グ
ォ

フ
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
の
期
間
が
過
ぎ

て
い
た
の
で
、
ま
ず
書
面
で
解
約

の
意
思
を
明
ら
か
に
し
、
販
売
員

が
ぶ
来
の
目
的
余
９
尤
脳
に

誘
い
込
み
、
一
方
的
な
説
明
や
申

込
金
を
立
て
替
え
る
な
ど
、
強
引

な
販
売
行
為
が
問
題
で
あ
る
こ
と

を
理
由
と
し
て
、
現
在
解
約
の
話

見
□
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
現
行
の
訪
問
販
売
法
、
割
賦
販

売
法
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
契
約
は
ク

ー
リ
ン
グ
オ
フ
は
適
用
さ
れ
ま
せ

ん
。
契
約
か
ず
る
時
は
内
容
を
十

分
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
例
で
も
分
か
る
ぷ
つ
に
、

勧
誘
員
の
話
之
信
じ
内
容
の
確
認

も
せ
ず
契
約
を
し
て
し
ま
い
、
後

で
初
め
て
教
材
の
購
入
契
約
で
あ

る
こ
と
を
知
る
な
ど
、
書
面
に
記

載
さ
れ
て
い
る
内
容
の
確
認
や
、

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
の
対
応
の
遅
れ

が
問
題
を
こ
じ
り
せ
て
い
ま
す
。

折居清掃工場など見学

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
は
内
容
証
明
郵
便
で

　
本
市
に
お
け
る
消
費
生
活
相

談
の
約
五
七
賢
が
訪
問
販
売
を
巡

J゛商品である現代社会では、消費者でない人

tん。こうした中で近年では、食品添加物、

)－ニング、欠陥商品など、消費生活問題が

I雑化して来ています。市では、消費者の保

りの相談受け付けを行っています。困ったこ

にとはお気軽にご相談を。

る
ト
ラ
ブ
ル
で
す
。
商
品
別
で
Ｉ
パ
ー
テ
ィ
商
法
”
な
μ
き
ま
ざ
ま

は
、
羽
毛
ふ
と
ん
、
健
康
食
品
、

英
会
話
教
材
、
学
習
教
材
、
ス
テ

ン
レ
ス
鍋
セ
″
ト
、
ト
イ
レ
臭
気

筒
な
ど
が
多
く
な
っ
て
い
杢
ず
。

　
訪
問
販
売
は
家
庭
に
い
な
が
ら

商
品
を
買
え
る
利
点
か
お
り
毒
ｙ

が
、
価
格
や
品
質
忿
紐
す
る
こ

と
が
出
来
な
い
、
強
引
な
売
り

方
や
詐
欺
ま
が
い
の
悪
質
な
手
ロ

に
ひ
っ
か
か
り
や
す
い
、
十
分
な

ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
が
期
待
出
来

な
い
、
必
要
と
し
な
い
商
品
を
買

っ
て
に
蚤
シ
な
ど
、
多
く
の
問
題

を
含
ん
で
い
る
の
が
実
態
で
す
。

　
売
り
込
み
手
口
は

　
　
　
　
さ
ま
ざ
ま

　
1
1
1
1
1
ｒ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
■
■

で
す
。

　
被
害
防
止
の

コ
ツ

　
（
い
ら
な
い
も
の
は
、
は
っ
き

り
断
る
〉
　
　
　
’

　
必
要
で
な
い
も
の
は
、
セ
ー
ル

ス
マ
ン
の
説
明
か
聞
く
前
に
、
き

っ
ぱ
り
と
断
り
ま
し
ょ
う
。
こ
れ

が
一
番
大
切
な
こ
と
で
す
。

　
｛
署
名
や
押
印
は
慎
重
に
｝

　
訪
問
販
売
の
場
合
、
商

品
購
入
の
条
件
が
詳
１
　
？
ｙ

書
か
れ
た
書
面
（
契
約
書
・

申
込
沓
な
ど
）
か
渡
す
き

ま
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
赤
い
枠
で
囲
ま
れ
た

　
今
年
度
、
消
費
牛
活
モ
ニ
タ

ー
の
活
動
は
、
五
月
十
九
日
の

清
掃
工
場
見
学
か
ら
本
格
的
に

始
ま
り
ま
し
た
。
見
学
先
は
、

宇
治
市
を
含
め
た
三
市
三
町
で

構
成
す
る
城
南
衛
生
管
理
組
合

の
折
居
清
掃
工
場
（
宇
治
市
内
）

と
奥
山
埋
立
セ
ン
タ
ー
（
城
陽

市
内
）
。

　
　
。
太
陽
が
丘
”
に
隣
接
し
た

折
居
清
掃
工
場
は
、
今
年
完
成

し
た
最
新
設
備
の
工
場
。
大
気

汚
染
や
臭
気
、
水
質
汚
濁
、
騒

音
な
ど
の
防
止
対
策
と
共
に
、

ご
み
燃
焼
時
の
熱
を
。
太
陽
が

兵
の
諸
施
設
に
活
用
し
て
い

ま
す
。

　
城
陽
市
の
山
間
部
に
あ
る
奥

山
埋
立
セ
ン
タ
ー
に
は
、
新
し

▲説明を聞く消費生活モニター

　
代
金
欠
嶺
支
払
っ
て
商
品
を

受
け
取
っ
て
し
示
７
と
、
原
則
と

し
て
解
約
出
来
ま
せ
ん
。

　
　
（
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
〉

　
消
費
者
保
護
の
た
め
、
訪
問
販

売
や
割
賦
販
売
な
ど
に
限
っ
て
ク

ー
リ
ン
グ
オ
フ
制
度
（
無
条
件
芦

約
）
が
設
け
ら
れ
て
い
毒
ｙ
。

　
こ
の
制
度
の
説
明
が
記
載
さ
れ

て
い
る
書
面
か
受
け
取
っ
た
日
を

含
め
て
、
。
訪
問
販
売
な
ど
で
は
七

日
以
内
（
宅
地
建
物
取
り
引
き
で

は
五
日
以
内
な
ど
）
な
ら
ば
、
無

条
件
で
申
し
込
み
の
撤
回
、
契
約

の
解
除
が
出
来
未
了
。

　
そ
の
方
法
は
、
期
間
内
に
契
約

を
解
除
す
る
旨
の
書
面
を
出
す
こ

と
が
必
要
で
、
電
話
連
絡
で
は
い

　
　
契
約
解
除
通
知

　
昭
和
○
年
○
月
○
臼
、
貴
社
の
セ
ー
ル
ス

マ
ン
０
０
０
０
氏
に
勧
め
ら
れ
、
自
宅
に
お

い
て
行
っ
た
商
品
名
Ｏ
Ｏ
Ｏ
（
価
格
Ｏ
Ｏ
Ｏ

円
）
の
購
入
契
約
は
、
解
除
し
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
す
で
に
支
払
済
み
の
金

い
粉
砕
機
が
設
置
さ
れ
、
大
型

の
不
燃
ご
み
を
粉
ご
な
に
し
て

効
率
的
な
埋
め
立
て
に
能
力
を

発
揮
し
て
い
ま
す
。

　
消
費
牛
居
モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ

ん
の
ほ
と
ん
ど
が
、
清
掃
工
場

忿
見
る
の
は
初
め
て
。

　
工
場
の
内
外
に
は
ご
み
一
つ

落
ち
て
い
な
い
の
に
驚
か
さ
れ

　
　
「
ご
み
で
雑
然
と
し
た
イ
メ

ー
ジ
衆
持
っ
て
い
た
の
で
す
が

大
き
な
煙
突
が
な
け
れ
ば
ホ
テ

ル
み
た
い
で
び
っ
く
り
し
ま
し

た
」
　
　
「
今
ま
で
、
敞
一
に
燃
や
す
か

埋
め
立
て
る
か
く
ら
い
に
し
石

考
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
し
、
大
気
・
水
質
汚
染
、
臭
気
、

騒
音
な
ど
の
対
策
が
な
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
」

　
　
「
毎
日
何
気
な
く
出
し
て
い

る
ご
み
の
行
方
を
最
後
ま
で
見

と
μ
０
　
て
、
燃
え
る
ご
み
、
燃
え

な
い
ご
み
の
分
別
を
徹
底
し
、

水
分
を
十
分
に
切
っ
て
出
さ
な

け
れ
ば
」
な
ど
の
感
想
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

　
い
つ
も
ご
み
を
出
し
て
い
る

定
点
か
ら
先
で
、
ど
の
様
に
処

理
さ
れ
て
い
る
の
か
を
知
っ
た

一
日
で
し
た
。

け
ま
せ
ん
。
証
拠
を
残
す
意
味
か

ら
、
内
容
証
明
郵
便
の
利
用
が
よ

い
で
し
ょ
う
。
こ
れ
に
は
同
じ
内

容
の
も
の
が
三
通
必
要
で
す
。
例

文
を
参
考
に
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

　
な
お
訪
問
販
売
法
の
適
用
か
受

け
る
の
は
、
通
産
省
が
指
定
し
た

商
品
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
レ
ジ

ャ
ー
会
員
権
、
先
物
取
引
、
内
職

の
講
習
な
Ｉ
ほ
適
用
外
に
な
っ
て

い
ま
す
の
で
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

　
日
習
Ｅ
な
ど
の
収
納
を
効

率
的
に
行
う
こ
と
は
、
快
適

な
牛
居
盈
員
ｙ
老
大
切
な

こ
と
で
す
。

　
家
に
収
納
部
分
や
収
納
用

品
が
多
く
あ
っ
て
も
、
整
理

不
用
品
情
報
セ
ン
タ
ー
ヘ

ゆかりずし

　
八
月
三
十
日
ま
で
開
設
し
て
い
ま
す
。

提
供
の
品
物
・
希
望
の
品
物
を
、
不
用

品
情
報
セ
ン
タ
ー
に
登
録
を
。

　
梅
雨
時
や
夏
場
に
は
食
欲
が

無
く
な
る
も
の
で
す
ね
。
そ
ん

な
時
、
香
り
の
良
い
お
す
し
を

作
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
し
②
に
漬
け
て
置
く
。

⑤
す
し
桶
に
②
を
ち
ら
し
、
ご

　
は
ん
を
移
し
、
切
る
様
に
混

　
ぜ
冷
や
し
ふ
乎
。

⑥
す
し
飯
が
冷
め
て
か
ら
、
青

　
じ
そ
と
ゴ
マ
を
振
り
入
れ
る
。

２合

3 cm

3杯

１杯

１杯

少々

10枚

一切

料》《材

大さじ

μ
　
μ

布

米酢

砂糖

米

昆

酒
　
塩

606

合
わ
せ
酢

に
処
理
し
ま
し
ょ
う
。

　
収
納
に
は
、
砿
入
れ
先

出
し
”
と
い
う
原
則
が
あ
り

ま
す
。
食
料
品
や
下
着
類
な

芦
浄
こ
の
分
類
に
当
た
り
ま

す
。
ま
た
、
米
び
つ
の
中
に

日
用
品
の
収
納

使
用
頻
度
で
分
類
を

整
と
ん
が
出
来
て
い
な
け
れ
　
古
い
米
が
残
ら
な
い
様
に
す

　
ア
イ
デ
ア
で

　
住
居
の
中
で
活
用
さ
れ
て

い
な
い
空
間
（
デ
″
ド
ス
ペ

ー
ス
）
欠
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

屋
根
裏
や
台
所
の
床
下
収
納

庫
な
ど
は
こ
の
例
で
す
。
外

に
、
廊
下
の
天
井
、
和
室
の

掘
ご
た
つ
な
ど
利
用
出
来
そ

之
迫
間
か
あ
り
そ
う
で
す
。

　
本
棚
は
意
外
と
奥
行
き
が

深
ぐ
、
本
を
二
列
に
並
べ
る

こ
と
が
出
来
ま
す
。
ま
た
、

不要品情報センター

暮
ら
し
の
情
報

消費生活モニター活動紹介

訪
問
販
売
の
ト
ラ
ブ
ル
防
止

ほしいもの譲りたいもの
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商品情

報
暮
ら
し
の
情
報

　すべての物ヵ

間は存在しまセ

訪問販売、クリ

急増し、また徊

護・救済のたｙ

と、分からなt

二

　
訪
問
販
売
は
家
庭
に
訪
問
し
て

来
る
の
が
一
般
的
。
し
か
レ
て
れ

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
路
上
で
呼
び
止
め
喫
茶
店
な
ど

に
連
れ
込
む
ぶ
ヤ
″
チ
商
芦

電
話
で
呼
び
出
す
デ
ポ
イ
ン
ト

メ
ン
ト
商
法
↑
近
所
の
主
婦
を
災

め
て
調
理
な
ど
を
行
う
貳
Ｉ
ム

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
（
無
条

件
解
約
）
の
説
明
は
よ
く

読
ん
だ
上
で
、
書
か
れ
て

い
る
内
容
を
よ
く
確
か
め

て
か
ら
署
名
や
押
印
を
し

ま
し
ょ
う
。

　
　
（
全
額
支
払
い
を

　
　
　
　
　
し
な
い
）

１
１

Ｏ
Ｏ
Ｏ
川
を
、
直
ち
に
返
還
し
て
下
さ
い
。

商
品
は
、
ｙ
忽
に
引
き
収
っ
て
下
さ
い
。

　
　
昭
和
Ｏ
年
Ｏ
Ｕ
Ｏ
Ｈ

　
　
　
　
宇
治
巾
○
町
○
番
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
Ｏ
Ｏ
Ｏ
図

○
県
○
市
○
町
○
番
地

　
　
Ｏ
Ｏ
株
式
会
社

　
　
　
代
表
取
締
役
０
０
０
０
殿

二―--――ｺ
暮らしの知恵

ば
、
住
ま
い
の
有
効
な
便
い

方
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
ず
整
理
か
ら

　
毎
日
使
う
も
の
。
週
単
位
、

月
ご
と
、
季
節
ご
と
、
毎
年

必
尤
哭
も
の
な
ど
、
収
納

す
る
も
の
の
使
用
頻
度
の
分

類
を
し
ま
す
。
そ
し
て
よ
く

使
う
も
の
か
手
の
届
き
や
す

い
所
に
置
く
の
は
当
然
。
台

所
の
食
器
な
ど
は
、
こ
の
様

　
麻
は
シ
ワ
に
な
り
易
い
欠

点
が
あ
り
ま
す
が
、
最
近
で

は
そ
の
シ
ワ
が
ナ
ウ
い
フ
″

ツ
シ
ョ
ン
と
さ
れ
る
ぷ
っ
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
麻
は
丈
夫
で
長
持
ち
す
る

る
の
も
同
じ
考
え
で
す
。

卜
台
所
の
床
下
収
納
庫

　
水
温
は
、
三
〇
～
四
〇
度

の
ぬ
る
ま
湯
で
、
洗
剤
は
弱

ア
ル
カ
リ
性
の
も
の
盈
固
一

し
ま
す
。

　
手
で
洗
う
時
は
軽
く
押
し

て
洗
う
こ
と
。
洗
濯
機
の
場

素
材
で
す
。
そ
の
魅
力
を
長

く
楽
し
む
為
に
付
き
合
い
上

手
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

　
家
で
洗
う
場
合
は

　
洗
濯
す
る
前
に
、
ま
ず
製

品
に
付
い
て
い
る
絵
表
示
を

確
認
し
て
下
さ
い
。

合
は
ネ
″
卜
に
入
れ
て
…
…

後
の
す
す
ぎ
は
十
分
に
行
な

い
洗
剤
を
完
全
に
落
と
し
ま

す
。
麻
は
染
ま
り
に
く
い
繊

維
な
の
で
、
濃
い
色
は
色
落

ち
や
移
染
の
原
因
と
な
り
ま

す
。
白
い
物
と
一
緒
に
溝
わ

犬″か

コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
な
ど
m
i

に
引
っ
掛
け
て

い
る
喫
茶
店
な

μ
石
収
納
の
既

成
概
念
を
破
る

ア
イ
デ
ア
の
一

つ
で
す
。

　
各
家
庭
の
条

件
に
合
っ
た
ア

イ
デ
ア
で
収
納

１
　
歪
し
ょ
う
。

な
い
ふ
つ
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
強
く
こ
す
る
と
内
部

の
繊
維
が
出
て
来
て
、
白
っ

ぽ
ぐ
毛
羽
立
ち
外
観
が
損
な

わ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
干
す
時
は
、
無
理
に
引
っ

張
ら
ず
に
軽
く
シ
ワ
奪
押
ば

し
、
型
く
ず
れ
し
な
い
ぷ
フ

バ
ス
タ
オ
ル
な
ど
の
上
に
平

干
し
ｙ
る
か
、
日
陰
で
パ
ン

ダ
・
Ｉ
・
に
掛
け
て
乾
か
し
ま
す
。

　
付
き
す
ぎ
た
シ
ワ
は

　
　
　
　
　
ア
イ
ロ
ン
で

　
シ
ワ
が
一
つ
の
魅
力
と
言

わ
れ
る
麻
も
、
付
き
す
ぎ
た

シ
ワ
は
ア
イ
ロ
ン
で
伸
ば
し

ま
し
ょ
う
。

　
乾
燥
し
た
状
態
で
は
伸
び

ま
せ
ん
。
軽
く
霧
吹
き
を
し

て
当
て
布
衆
ず
る
か
、
ス
チ

ー
ム
ア
イ
ロ
ン
を
使
い
ま
し

ょ
う
。
た
だ
し
、
ア
イ
ロ
ン

を
か
け
す
ぎ
る
と
布
地
が
テ

カ
テ
カ
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
混
紡
の
場
合
は
組
成
に

よ
っ
て
ア
イ
ロ
ン
温
度
が
異

な
り
ま
す
。
洗
濯
表
示
を
確

か
め
て
下
さ
い
。

▲II 此
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太陽熱温水器

　
太
陽
防
温
水
器
は
昭
和
二
十
年

ご
ろ
に
試
作
が
は
じ
ま
り
、
そ
の

後
、
畷
型
や
く
み
置
声
型
が
商
品

化
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
自
然

　
省
子
不
ル
ギ
ー
と
経
済
性
を
利
点
に
す
る
太
陽
熱
温
水
器
。
日

差
し
の
強
く
な
る
こ
の
頃
は
、
太
陽
熱
温
水
器
に
関
心
が
出
て
来

る
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
回
は
太
陽
熱
温
水
器
に
つ

い
て
、
特
徴
や
経
済
性
な
ど
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

循
環
型
や
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
と

呼
ば
れ
る
強
制
循
環
型
が
主
流
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
自
然
循
環
型
は
、
集
熱
部
で
水

▲しっかりと固定を

消
費
者
コ
ー
ナ
ー
　
⑩

　
私
た
ち
の
住
ま
い
に
は
、
い

ろ
い
ろ
な
虫
が
い
ま
す
が
、
建

物
に
被
害
を
与
凡
た
り
、
人
体

に
害
を
及
ぼ
す
害
虫
も
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
害
虫
は
、
高
温
多

湿
の
初
夏
の
こ
う
か
ら
動
き
だ

１
　
ま
す
。
最
近
で
は
、
冬
の
間

も
暖
房
で
部
屋
が
暖
か
い
た
め

に
、
元
気
な
虫
が
多
い
の
で
注

四
ぶ
必
要
で
す
。

主
な
害
虫
と
そ
の
駆
除

｛
白
ア
リ
｝

　
白
ア
リ
は
、
北
海
道
、
東
北

以
外
の
地
域
に
生
［
窓
、
山
林

に
近
い
所
や
山
林
を
間
発
し
た

を
直
接
温
め
る
方
式
で
、
温
水
は

上
昇
し
て
本
体
上
部
の
貯
水
槽
（

約
二
百
リ
ッ
ト
ル
）
に
た
ま
り
ま

す
。
ピ
ー
ト
パ
イ
プ
式
自
然
循
環

型
は
フ
ロ
ン
ガ
ス
な
ど
を
利
用
し

水
を
温
め
る
も
の
で
、
凍
結
や
水

の
汚
れ
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
強
制
循
環
型
は
、
ソ
上
フ
ー
シ

ス
テ
ム
と
呼
ぼ
れ
、
集
熱
部
で
温

め
ら
れ
た
温
水
を
容
量
の
大
き
い

別
な
蓄
熱
槽
に
た
め
、
こ
こ
か
ら

給
湯
し
ま
す
。
こ
の
槽
は
、
一
定
の

温
度
を
保
つ
た
め
に
、
電
気
や
ガ

ス
な
ど
の
補
助
熱
源
が
付
い
て
い

思
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
被
害
に
あ
っ
た
ら
、
そ
の
部

分
の
修
繕
と
駆
除
を
し
ま
し
ょ

　
（
ヒ
ラ
タ
キ
ク
イ
ム
シ
）

　
主
に
ラ
ワ
ン
材
な
ど
に
つ
く

害
虫
で
す
。
直
径
Ｉ
～
２
ミ
リ

る
物
が
多
い
ぶ
っ
で
す
。

　
太
陽
熱
温
水
器
の
主
流
機
種
の

自
然
循
環
型
と
強
制
循
環
型
と
の

特
徴
点
を
比
べ
て
み
ま
し
た
（
左

下
表
）
。

　
経
済
性
は

　
と
こ
ろ
で
、
太
陽
魏
厄
水
器
は

ど
の
く
ら
い
の
経
済
性
が
あ
る
の

で
し
よ
ラ
か
。

　
湯
温
は
、
四
季
に
よ
っ
て
も
、

ま
た
天
気
に
よ
っ
て
も
違
っ
て
来

ま
す
。
そ
こ
で
四
季
別
の
水
温

や
晴
天
率
な
ど
を
平
均
し
た
場
合

頼
し
な
く
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
（
ダ
ニ
）

　
最
近
、
話
題
を
よ
ん
で
い
る

害
虫
で
す
。
住
ま
い
に
は
直
焼

の
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
時

に
は
人
体
に
取
ひ
付
き
、
血
を

玖
つ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

初
夏
の
頃
か
ら
活
動

造
成
地
な
ど
で
多
く
発
生
す
る

ぶ
つ
で
す
。
こ
の
害
虫
は
、
湿

気
・
適
温
・
暗
い
所
を
好
む
の

で
、
乾
燥
さ
せ
太
陽
に
当
て
る

こ
と
が
予
防
策
で
す
。

　
ま
た
、
羽
ア
リ
が
飛
び
始
め

た
ら
近
ぐ
に
白
ア
リ
が
い
る
と

の
小
さ
な
穴
が
あ
き
、
木
の
く

ず
が
落
ち
て
来
ま
す
。
薬
局
な

ど
で
殺
虫
剤
を
購
入
し
、
注
射

器
三
つ
ひ
と
つ
の
穴
に
注
人

し
ま
す
。

　
建
物
に
影
響
が
で
る
程
で

は
な
い
の
で
、
専
門
業
者
に
依

　
予
防
や
駆
除
と
し
て
は
、
じ

ゅ
ラ
た
ん
な
ど
敷
物
牽
よ
く
清

掃
し
、
殺
虫
剤
を
散
布
す
る
こ

と
で
す
。
畳
の
中
に
注
入
す
る

殺
虫
剤
も
あ
り
ま
す
。

　
〔
ゴ
キ
ブ
リ
〕

　
ゴ
キ
ブ
リ
は
、
主
と
し
て
台

を
熱
量
で
見
る
と
、
毎
日
便
っ
た

と
し
て
一
年
間
に
得
ら
れ
る
の
は

約
一
〇
〇
万
Ｊ
カ
ロ
リ
ー
。

　
こ
こ
で
こ
の
熱
量
の
湯
欠
都

市
ガ
ス
な
ど
を
使
っ
て
ふ
ろ
釜
で

沸
す
と
何
円
ぐ
ら
い
か
か
る
か
試

算
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
ふ
み
蚤
の
熱
効
率
か
モ
〇
％
と

と
し
て
、
都
市
ガ
ス
（
1
3
A
）
で

は
約
二
万
一
千
四
百
三
十
円
、
プ

ロ
パ
ン
ガ
ス
で
は
約
三
万
一
千
四

百
円
、
灯
油
で
は
一
万
蔡
工
八
百

円
と
な
り
ま
す
。
（
昭
和
六
十
年

通
産
省
検
査
所
調
べ
）

　
し
か
し
、
節
約
出
来
る
概
算
金

額
と
、
太
陽
蝕
厄
水
器
の
価
格
や

温
水
器
の
重
量
に
対
す
る
安
全
性
、

設
備
コ
ス
ト
な
ど
Ｅ
の
関
係
な
考

え
て
み
た
い
も
の
で
す
。

　
　
信
用
あ
る
店
で

　
　
購
入
・
施
工
を

　
太
陽
熱
温
水
器
を
購
入
す
る
と

き
の
注
意
点
を
挙
げ
ま
し
ょ
う
。

　
ま
ず
設
置
す
る
時
に
は
、
南
向

き
に
し
、
三
〇
度
か
ら
四
〇
度
の

傾
斜
を
付
け
る
こ
と
。
配
管
か
ら

の
漏
水
が
無
い
ぷ
っ
に
、
ま
た
落

下
事
故
が
無
い
ぷ
っ
に
施
工
し
て

も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

　
つ
ぎ
に
商
品
選
択
に
つ
い
て
、

Ｊ
Ｉ
Ｓ
（
日
本
工
業
規
格
）
の
マ

太陽熱温水器及びソーラー
システム(給湯器)の特徴

二 自
吠
循
環
t'1

Ｕ 強
制
循
環
型

湯のは 小 小 大

鴻　温 中温中岨高a

設置場所 小 小 人

永の汚れ 有 無 無

陳　結 有 無 無

保温仕 やや有 有 町

屋mにかかる重啖 人 大 小

補助熱源 無 無 有

価tS(昭law年秋ごろj155円
　前後
20万円
　前it

50万円～

　70万円

所
・
調
理
室
な
ど
に
多
く
住
み

つ
き
ま
す
が
、
便
所
や
下
水
な

ど
汚
い
所
へ
も
出
入
り
し
ま

す
。
体
内
や
脚
な
ど
に
、
四
十

種
類
以
上
の
病
原
菌
を
つ
け
て

い
る
こ
と
が
知
ら
元
て
お
り
、

ハ
エ
よ
り
も
数
倍
不
潔
な
害
虫

で
す
。

　
家
の
中
全
体
を
、
薫
蒸
駆
除

す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

　
取
り
扱
い
に
注
意
を

　
人
体
に
無
害
な
殺
虫
剤
は
あ

り
ま
せ
ん
。
殺
虫
剤
か
邑
う
場

合
に
は
、
吸
い
込
ん
だ
り
、
飲

み
込
ん
だ
り
し
な
い
よ
う
Ｍ
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。
特
に
、
幼
児

の
い
る
家
庭
で
は
、
十
分
な
注

意
を
払
い
ま
し
ょ
う
。

骸ダ皿
ゴキブリケナカコダニ

差
１
ニ

Ｉ
ク
が
本
体
に
付
い
て
い
る
も
の
。

優
良
住
宅
部
品
認
定
制
度
に
よ
る

Ｂ
Ｌ
マ
ー
ク
の
表
示
が
あ
る
も
の
。

　
更
に
強
制
循
環
式
の
も
の
は
、

優
良
ソ
エ
フ
ー
シ
ス
テ
ム
構
成
機

器
に
よ
る
表
示
の
も
の
。

　
こ
れ
ら
の
表
示
を
選
択
の
目
安

に
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
　
　
◇
　
　
◇

　
訪
問
販
売
に
よ
る
太
陽
熱
温
水

器
の
売
り
込
み
も
少
な
ぐ
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
の
商
品
は
、
工
事
や
ア

フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
が
伴
シ
も
の
で

す
。
信
用
の
お
け
る
販
売
店
を
選

ぶ
こ
と
が
大
切
で
す
。

俊良住宅部品
認定

9i

優良ソーラーシ
ステム構成機器

　⑩

日本工業規格お買物のめやす消費者

物価20（6月分）

⑦　この公表価格は、６月初めに実施した消費生活モ
ニター店頭価格調査に基づくものです｡(商工観光課)

品　名 規　　　格 乍均価格
価格状況

敏鳥m格
ktf&
m格片前月比対前年比

灯　　油
18(店頭

1.209' I.'?A 9.t1.35o'
l.ioi)'

lSぞ配達 1,246 0.2▲10.5 1.3501.150

ガソリン
ゝギュラー1 (現金
売り 124▲6.8

▲10.8
130 120

ティッシュ

　ベーノi－ 400fi(人l柚(ｸ')/ｸｽ･ｽｺyﾃｨ) 155 0.6 1.8 168 135

台所用
　　ラップ

サランラップ

30cmX 20 m 223 9.3 1.8 238 168

アルミ
　　ホイル ２Ｓｍｘ８ｍ 168 1.8 3.7 225 108

シャンプー 液体ボリ容8S220cc
花上エ■y-tンッャル 230 ０▲0.9 230 228

沈濯川　粉町けん 2.4咄 847▲1.3▲2.2 980 728

牛　　肉すきやき川中程度lOOK 359 4.4Ａ 1.7 550 205

li さけ 切身100b 319 6.0▲5.1 448 130

バレイショ男爵1∽1! 26▲7.1 13.0 39　　12
t1

キャベツ中i.約ikj! 165▲7.8▲4.0 248 95

鵬　　卵
Ｍサイズハ，ク入
lOlitI 202▲10.2 12.9 258 149

食川油
日消サラダ油
ポり容器1,0001; 537 4.1／ 580 498

しよう油キ，3.－マンi農i】ポリ容器人1ピ 264▲10.2／ 298 255

砂　　排上I'l1kc 253▲3.4▲3.4 288 186

小麦粉 日消小友粉フラワー1I-K（薄力粉｝ 204▲1.9▲1.4 218 163
インスタント
　コーヒー 参スカフェエクセラ

瓶入150 c
1,066 0.4 4.21,100 950

み　　そタヶヤミソUk 338▲2.3 ４．６ 358 286

ftﾉン
抒iiSil 1斤

（スライスしたもの） 161▲4.7 0.6 220 145

A it代 ワイｙャッ自のｋそで 165 2.5 6.5 250 100

価
格
と
経
済
性
の
検
討
を

住まい
の害虫

麻
の
手
入
れ

　
シ
ワ
も
麻
の
魅
力



　
ろ
う
あ
者
問
題
や
手
話
に
つ
い

て
理
解
か
広
め
、
ろ
ラ
あ
者
と
健

聴
者
の
交
流
を
図
る
た
め
に
、
市

民
手
話
教
室
を
開
き
ホ
ｙ
。
ろ
う

あ
者
が
直
接
指
導
に
ま
す
の
で
、

手
や
体
を
動
か
し
生
き
た
手
話
を

　
人
生
八
十
年
と
言
わ
れ
る
今

日
、
誰
も
が
屈
康
で
長
生
声

を
強
く
意
識
す
る
ぷ
つ
に
な
っ

て
来
ま
し
た
。
市
健
風
つ
く
り

推
進
協
議
会
で
は
、
今
年
の
テ

ー
マ
を
「
高
血
圧
の
予
防
」
と
し
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
局
血
圧
に
つ

い
て
の
知
識
や
予
防
法
を
啓
も

う
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ
は
六
回
に
わ
た
り
、

第
一
回
目
は
そ
の
誘
因
な
星
ハ

項
目
に
分
け
掲
載
Ｌ
ｙ
ま
す
。

①
動
脈
硬
化

　
動
脈
が
硬
く
な
る
と
血
圧
が

上
が
る
と
言
わ
れ
ま
す
が
。
動

脈
硬
化
と
高
血
圧
と
は
本
来
別

学
ぶ
こ
と
が
出
来
未
了
。

　
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
と
き
・
：
７
月
４
日
出
か
ら
８
月

　
８
日
出
ま
で
の
毎
週
金
曜
日
と

　
８
月
1
2
日
㈹
、
1
9
日
㈹
の
合
計

　
８
日
間
、
時
間
は
い
ず
れ
も
午

　
後
７
時
半
～
９
時
。

▽
内
容
・
：
○
ろ
ラ
あ
者
の
生
活
を

　
考
え
る
講
座
○
手
話
実
技
Ｏ
交

　
流
会
ほ
か
。

▽
対
象
・
：
ろ
う
あ
者
福
祉
に
関
心

　
が
あ
り
、
全
講
座
出
席
出
来
る

　
健
聴
者
。
以
前
の
講
習
に
参
加

　
さ
れ
た
人
も
、
ぜ
ひ
も
う
一
度

　
お
越
し
ぐ
だ
さ
い
。

▽
と
こ
ろ
・
・
・
総
合
福
祉
会
館
三
階

　
　
和
室
。

▽
受
講
料
・
・
・
無
料
。

▽
申
し
込
み
…
福
祉
課
（
き
⑩
３

　
１
４
１
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
福
祉
課
）

　
　
　
　
◇

　
手
足
・
耳
の
不
自
由
な
人
の

　
巡
回
更
生
相
談

　
▼
と
き
・
：
６
月
3
0
日
囲
、
午
後

１
時
Ｉ
３
時
▼
と
こ
ろ
・
：
総
合
福

祉
会
館
▼
内
容
…
身
体
障
害
者
手

帳
の
交
付
や
再
交
付
に
必
要
な
診

の
病
気
で
す
。
Ｌ
示
し
両
者
は

密
接
な
関
係
が
あ
り
ま
す
。
大

き
な
動
脈
が
著
１
　
ｙ
痩
化
す
る

と
、
最
高
血
圧
は
明
ら
か
に
上

昇
に
策
す
。
ま
た
小
さ
な
動
脈

壁
に
肥
大
や
硬
化
性
変
性
が
進

む
と
、
血
管
抵
抗
を
高
め
最
低

血
圧
も
最
高
血
圧
も
高
く
な
り

ま
す
。
こ
の
状
態
は
、
パ
イ
プ

高血圧

断
。
補
装
具
の
交
付
や
修
理
に
必

要
な
診
断
な
ど
▼
相
談
料
・
・
・
無
料
。

　
な
お
、
手
帳
の
交
付
・
再
交
付

申
請
に
は
印
鑑
と
顔
写
真
一
枚
（

縦
４
ｍ
ｘ
横
３
ｍ
）
が
、
補
装
具

の
交
付
・
修
理
申
請
に
は
印
鑑
が

必
要
で
す
。
ま
た
、
現
在
補
装
具

を
使
用
し
て
い
る
人
は
必
ず
そ
の

補
装
具
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
福
祉
課
）

　
福
祉
医
療
費

　
受
給
者
証
の
切
り
替
え

　
現
在
使
用
中
の
「
福
祉
医
療
費

受
給
者
証
」
・
（
う
ぐ
い
す
色
）
は
、

六
月
三
十
日
で
期
限
が
切
れ
ま
す
。

引
き
続
き
該
当
す
る
人
に
は
、
新

た
に
受
給
者
証
（
桃
色
）
を
、
六
月

中
に
お
送
り
し
ま
す
。
住
所
や
扶

養
義
務
者
な
ど
に
変
更
が
あ
る
時

は
、
速
や
か
に
届
け
て
下
さ
い
。

　
こ
の
福
祉
医
療
の
制
度
は
、
保

険
診
療
の
自
己
負
担
分
を
助
成
す

る
制
度
で
す
。
次
に
該
当
す
る
禾

申
請
の
人
は
、
健
康
保
険
証
と
印

鑑
を
持
っ
て
、
福
祉
事
務
所
社
会

課
で
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

　
た
だ
し
、
所
得
が
制
限
額
以
上

の
人
や
、
健
康
保
険
に
未
加
入
の

　
本
態
性
高
血
圧
症
の
場
合
は
、

3
0
歳
代
後
半
ご
八
石
恥
血
圧
上

昇
が
起
こ
り
。
い
ら
い
ら
、
頭

痛
、
疲
れ
や
す
い
と
い
っ
た
自

覚
症
状
が
現
わ
れ
て
来
ま
す
。

ま
た
、
若
い
人
の
場
合
は
症
候

性
高
血
圧
症
が
比
較
的
多
く
悪

性
の
場
合
は
急
速
に
悪
化
す
る

の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

人
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

　
〈
老
人
の
場
合
〉

　
6
5
歳
以
上
7
0
歳
未
満
の
所
得
税

非
課
税
世
帯
、
一
人
暮
ら
し
、
寝
た

き
り
、
老
人
世
帯
。

　
〈
心
身
障
害
児
・
者
の
場
合
〉

　
４
体
障
害
者
等
級
１
・
２
級
の

人
。
重
度
の
精
神
薄
弱
者
、
３
級

の
身
体
障
害
者
で
中
度
の
精
神
薄

弱
者
。

　
（
母
子
家
庭
の
場
合
〉

　
1
8
歳
未
満
の
子
μ
も
、
小
学
校

修
了
前
の
児
童
の
ほ
。
（
社
会
課
）

　
　
重
障
老
人
健
康
管
理
事
業

　
　
対
象
者
証
の
切
り
替
え

　
老
人
保
健
法
に
よ
る
「
重
障
老

人
健
康
管
理
事
業
対
象
者
証
」
の

有
効
期
限
は
六
月
三
十
日
で
す
。

健
康
手
帳
に
対
象
者
証
（
水
色
の

シ
ー
ル
）
が
は
っ
て
あ
る
人
は
、

六
月
中
に
健
康
手
帳
、
印
鑑
を
持

つ
て
社
会
課
ま
で
お
越
し
下
さ
い
。

　
こ
の
重
度
心
身
障
害
老
人
健
康

管
理
事
業
は
次
の
要
件
に
該
当
す

る
人
が
、
老
人
保
健
法
に
よ
る
医

療
を
受
け
た
際
の
一
部
自
己
負
担

金
か
公
費
で
負
担
す
る
制
度
で
す
。

　
　
〈
対
象
と
な
る
人
〉

比
率
は
常
に
一
定
範
囲
内
に
保

た
れ
て
い
ま
す
。
ナ
ト
リ
ウ
ム

が
増
え
る
と
そ
れ
に
見
合
う
水

分
の
貯
留
が
起
こ
り
、
そ
の
水

分
で
血
管
が
膨
れ
上
が
り
血
圧

が
上
昇
す
る
こ
と
が
確
か
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
塩
分
は
一
日
６

～
８
鰐
に
抑
え
ま
し
ょ
う
。

④
肥
満

動
脈
硬
化
と
密
接
な
関
係

に
水
を
流
す
偽
合
に
管
の
中
が

で
こ
ぼ
こ
に
な
っ
て
い
た
り
、

つ
ま
っ
て
い
た
り
す
れ
ば
流
れ

に
く
く
な
り
、
管
に
圧
力
が
か

か
る
の
と
同
じ
だ
と
言
え
ま
す
。

そ
し
て
動
脈
硬
化
と
高
血
圧
は

互
い
に
作
用
し
て
亜
花
し
て
行

き
ま
す
。

②
年
齢

　
⑤
本
能
性
高
血
圧
症
（
原
因

不
明
の
一
次
性
高
血
圧
）
、
症
候

性
高
血
圧
症
（
原
因
が
分
か
っ

て
い
る
二
次
性
高
血
圧
）
。

③
塩
分
の
取
り
過
ぎ

　
食
塩
に
含
ま
れ
て
い
る
ナ
ト

リ
ウ
ム
が
、
高
血
圧
の
発
症
や

亜
花
に
大
き
ぐ
関
係
し
て
い
ま

す
。
体
内
で
は
水
分
と
塩
分
の

　
太
り
過
ぎ
、
食
べ
過
ぎ
。
運

動
不
足
も
血
圧
上
昇
の
原
因
と

な
り
ま
す
。
更
に
糖
尿
病
な

ど
で
も
動
脈
硬
化
か
促
進
し
ま

す
。
体
重
は
標
準
体
重
の
1
0
％

増
以
内
に
と
ど
の
ま
し
ょ
う
。

⑤
ス
ト
レ
ス

　
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
精
神
的
刺

激
が
脳
に
伝
わ
る
と
、
内
臓
や

公民館のお
知らせ
『』）

　
第
２
回
公
民
館

　
油
絵
サ
ー
ク
ル
合
同
展

　
宇
治
・
木
幡
・
小
倉
の
三
公

民
館
に
は
五
つ
の
油
絵
サ
’
‐
ク

　
6
5
歳
以
上
の
人
で
▼
等
級
Ｉ
・

２
級
の
身
体
障
害
者
▼
重
度
の
精

神
薄
弱
者
▼
３
級
の
身
体
障
害
者

で
中
度
の
精
神
薄
弱
者
。

　
こ
の
制
度
は
申
請
し
な
い
と
受

給
で
海
歪
せ
ん
。
な
お
所
得
制
限

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
ぐ
は
社
会
課

　
（
豊
⑩
3
1
4
1
）
ま
で
お
問
い

ふ
お
せ
く
だ
さ
い
。
（
社
会
課
）

　
在
宅
障
害
者

　
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス

〈
陶
芸
教
室
〉

血
管
な
ど
を
支
配
す
る
自
律
神

経
系
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
乱
れ

卓
子
。
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
、
ス
テ
ロ

イ
ド
ホ
ル
モ
ン
な
ど
の
分
泌
が

増
え
、
細
動
脈
の
収
縮
や
体
内

水
分
、
血
液
量
の
増
加
、
心
臓

の
ポ
ン
プ
カ
の
強
化
な
ど
が
起

こ
り
、
こ
れ
ら
が
一
体
と
な
り

血
圧
か
正
昇
さ
せ
ま
す
。

⑤
喫
煙

　
喫
煙
に
よ
り
末
梢
血
管
が
収

縮
欠
起
こ
し
、
血
圧
か
王
げ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
血
圧
は
、
気
候
や
本
人
の
性

格
、
家
系
、
過
労
な
″
七
重
要

な
決
定
因
子
と
な
り
ま
す
。
両

親
共
に
局
血
圧
の
場
合
は
、
そ

の
子
ひ
七
の
三
人
に
一
人
は
高

血
圧
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
高
血
圧
や
脳
卒
中
の
人
が

身
内
に
い
る
人
は
、
日
常
生
活

に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

（
市
健
辰
つ
く
ぴ
推
進
協
議
会
）

ル
が
あ
り
、
約
百
人
の
会
員
が

活
動
し
て
い
毒
了
。
こ
の
五
つ

の
サ
ー
ク
ル
で
は
合
同
展
を
開

き
、
日
ご
ろ
の
活
動
成
果
を
発

表
す
る
と
共
に
、
相
互
の
交
流

を
図
り
ま
す
。
。
多
く
の
市
民
の

皆
さ
ん
に
ご
鑑
賞
い
た
だ
き
、

サ
ー
ク
ル
活
動
に
ご
理
解
い
た

だ
き
ま
す
ぷ
フ
、
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
未
了
。

▽
心
一
場
・
：
中
央
公
民
館
展
示
集

　
会
室
（
折
居
台
Ｉ
Ｔ
目
１
番

　
地
・
文
化
セ
ン
タ
ー
内
）

▽
期
間
…
６
月
2
6
日
困
～
2
9
日

　
囲

　
▼
と
き
・
内
容
・
・
・
６
月
2
9
日
面

＝
成
型
、
７
月
６
日
面
＝
彩
色
。

時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
３

時
▼
と
こ
ろ
・
：
磐
福
祉
会
館
▼

対
象
…
在
宅
障
害
者
▼
指
導
…
長

谷
川
重
一
さ
ん
▼
参
加
費
…
百
円

　
（
材
料
費
）
▼
申
し
込
み
・
問
い

｛
Ｂ
せ
・
・
・
６
月
2
5
日
困
ま
で
に
社

会
福
祉
協
議
会
（
豊
⑩
5
6
5
4
）
。

へ
。
　
　
（
社
会
福
祉
協
議
公
一
）

お
知
ら
せ

　
市
・
府
民
税
の
納
期

　
六
月
は
、
市
・
府
民
税
第
一
期

分
の
納
期
月
で
す
。
納
期
限
ま
で

に
最
寄
り
の
金
融
機
関
か
ら
お
納

め
ぐ
だ
さ
い
。
　
　
（
納
税
課
）

　
育
成
学
級
の

　
夏
期
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

　
▼
対
象
：
大
学
生
▼
募
集
人
数

・
：
若
干
名
▼
期
間
・
：
７
月
2
1
日
～

▽
時
間
…
午
前
1
0
時
～
午
後
５

　
時
（
た
だ
し
、
2
9
日
面
は
午

　
後
４
時
ま
で
）

▽
主
催
・
：
公
民
館
絵
画
サ
ー
ク

　
ル
合
同
展
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
（
中
央
公
民
館
）

　
　
ス
リ
ラ
ン
カ
の

　
　
　
料
理
講
習
会

　
ス
リ
ラ
ン
カ
国
ヌ
ワ
ラ
エ
リ

ャ
市
は
、
本
市
の
国
際
友
好
都

市
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
も

　
ズ
リ
ラ
ン
ク
が
一
層
親
し

い
国
に
な
る
ぶ
つ
ス
リ
ラ
ン
カ

料
理
の
講
習
会
を
開
き
ま
す
。

８
月
3
0
日
（
日
曜
日
と
８
月
1
3
日

～
1
6
日
奎
味
ぐ
）
▼
勤
務
時
間
・
：

午
前
９
時
～
午
後
５
時
▼
賃
金
・
・
・

四
千
六
百
六
十
円
（
日
額
）
▼
申

し
込
み
・
：
６
丹
2
3
日
か
ら
2
5
日
ま

で
の
間
に
、
市
販
の
履
歴
書
に
写

真
を
は
っ
て
教
育
委
員
会
社
会
教

育
課
へ
必
ず
本
人
が
持
参
で
。

　
　
　
　
　
　
（
社
会
教
育
課
）

　
硬
式
テ
ニ
ス
教
室

　
▼
と
亨
・
７
月
1
9
日
出
か
ら
８

月
1
0
日
面
ま
で
の
履
笙
・
日
曜

日
８
日
間
、
午
後
５
時
～
７
時
▼

と
こ
ろ
・
・
・
東
山
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
▼
参
加
料
・
：
無
料
▼
参
加
資
格

・
定
員
…
高
校
生
以
上
初
心
者
4
0

人
（
前
回
の
硬
式
テ
ニ
ス
教
室
〈
５

月
1
0
日
か
ら
黄
奘
公
園
〉
に
参
加

し
た
人
は
不
可
）
▼
申
し
込
み
・
：

往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
、
生
年
月
日
か
萌
記
し
、

干
Ⅲ
宇
治
市
宇
治
琵
琶
4
5
・
宇
治

市
教
育
委
員
会
市
民
体
育
課
「
硬

式
テ
ニ
ス
」
係
へ
（
６
月
3
0
日
消

印
有
効
）
。
返
信
用
は
が
き
に
も
邑

　
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
▼
と
き
…
７
月
１
日
叫
、
午

前
９
時
半
～
午
後
１
時
▼
と
こ

ろ
・
：
木
幡
公
民
館
▼
内
容
・
：
ス

リ
ラ
ン
カ
料
理
▼
指
導
・
・
・
中
村

袴
子
洛
ん
▼
対
象
・
定
員
・
：
市

内
在
住
の
人
2
0
人
（
先
着
順
）

▼
費
用
・
・
・
材
料
費
七
百
円
▼
持

参
品
・
・
・
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
収
ん
、

筆
記
用
具
▼
申
し
込
み
・
・
・
木
幡

公
民
館
（
木
幡
内
畑
3
4
－
７
・

豊
⑩
8
2
9
0
）
へ
材
料
費
を

添
え
て
本
人
が
直
接
来
館
刄

６
月
2
3
日
側
か
ら
営
口
付
け
開

始
。
　
　
　
（
木
幡
公
民
館
）

所
、
氏
名
を
お
唇
れ
な
く
。
応
募

者
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
濠
す
。

　
　
　
　
　
　
　
吊
民
体
育
課
）

　
　
お
は
な
し
会

　
▼
と
き
・
：
６
月
2
5
日
團
、
午
後

３
時
半
ト
４
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
中
央

図
書
館
集
会
室
▼
内
容
…
お
は
な

し
、
読
み
聞
か
せ
、
紙
芝
居
▼
対

象
・
：
幼
児
か
ら
小
学
校
低
学
年
▼

参
加
料
…
無
料
▼
問
い
合
わ
せ
・
・
・

中
央
図
書
館
（
豊
⑩
1
5
1
1
）

へ
。
　
　
　
　
（
中
央
図
書
館
）

　
単
衣
物
の
仕
立
教
室

　
▼
～
・
：
７
月
２
日
か
ら
洵
日

ま
で
の
毎
週
水
曜
日
５
日
間
、
午

前
９
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
…
宇
治

労
働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
▼
講
師
…
永

野
栄
子
さ
ん
▼
内
容
・
・
大
人
物
単

衣
（
ひ
と
え
）
の
仕
立
て
▼
受
講

料
・
・
・
無
料
▼
定
員
・
・
・
2
0
人
（
先
着

順
）
▼
持
参
品
・
：
単
衣
単
物
、
和

裁
道
具
一
式
、
イ
ー
ト
・
筆
記
用

具
な
ど
▼
申
し
込
み
・
：
宇
治
労
働

セ
ツ
ル
メ
ン
ト
（
市
民
会
館
内
・

容
⑤
。
ご
３
１
５
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
（
交
通
労
政
課
）

　
膠
原
病
の
個
別
相
談

　
▼
と
き
・
：
６
月
2
7
日
面
、
午
後

１
時
Ｉ
４
時
（
午
後
ｏ
時
半
受
け

付
け
開
始
）
▼
と
こ
ろ
・
：
宇
治
保

健
所
▼
担
当
医
師
・
・
・
国
立
療
養
所

宇
多
野
病
院
、
杉
ノ
下
俊
彦
さ
ん

▼
申
し
込
み
・
：
６
月
2
6
日
俐
ま
で

に
宇
治
保
健
所
（
ｓ
a
2
1
9
1
）

へ

　○

（
宇
治
保
健
所
）

事業所統計調査

にご協力を

６月下旬に伺います…

　
七
月
一
日
現
在
で
事
業
所
統

計
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
調
査
の
対
象
は
、
会
社

や
工
場
、
店
舗
を
は
じ
め
と
し

て
学
校
、
病
院
、
神
社
、
学
習

塾
な
芦
蚕
産
業
の
あ
ら
ゆ
る
事

業
所
で
す
。
こ
の
調
査
の
結
果

は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
で
の

経
済
計
画
の
作
成
、
都
市
計
画
、

労
働
政
策
な
ど
の
立
案
を
始
め

民
間
で
の
事
業
計
画
な
ど
の
策

定
の
基
礎
資
料
と
し
て
広
く
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
調
査
結
果

は
、
統
計
を
作
る
目
的
以
外
に

使
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
有
り
の
ま
ま
ご
記
入
く

だ
さ
い
。

　
こ
の
調
査
は
、
国
勢
調
査
と

並
ぶ
国
の
最
も
基
本
的
な
調
査

と
し
て
、
昭
和
二
十
二
年
に
第

一
回
目
を
実
施
。
今
回
で
第
十

四
回
目
に
当
た
り
ま
す
。

　
六
月
下
旬
か
ら
調
査
員
が
事

業
所
を
訪
問
し
て
、
調
査
票
の

記
入
を
お
願
い
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
く
だ
さ
い
。
（
企
画
課
）

男
女
雇
用
機
会
均
等
月
間
の

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
募
集

　
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
が
六

十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ

れ
て
い
未
了
。
こ
の
法
律
の
公

布
日
（
昭
和
六
十
里
（
月
一
日
）

を
記
念
し
て
、
毎
里
ハ
月
は
「
男

女
雇
用
機
会
均
等
明
間
」
に
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
今
、

　
「
男
女
雇
用
機
会
均
等
月
間
」

に
ふ
さ
わ
し
い
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

ク
を
、
次
の
要
領
で
募
集
し
て

い
ま
す
。
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▽
募
集
期
間
・
・
・
８
月
3
1
日
前
ま

　
で
（
当
日
消
印
有
効
）

▽
５
募
方
法
・
・
・
白
紙
の
洋
紙
（

　
Ｂ
５
判
を
縦
に
使
用
）
に
墨

　
一
色
で
了
‘
ク
か
猫
き
、
裏

　
面
に
住
所
、
氏
名
。
性
別
、

　
年
齢
、
職
業
（
学
校
名
、
学

　
年
）
、
電
話
番
号
を
横
書
き

　
で
記
入
し
、
Ｂ
５
判
の
台
紙

　
に
作
品
の
上
部
を
の
昨
付
け

　
す
る
こ
と
。

　
　
な
お
、
マ
ー
ク
は
直
径
1
5

　
m
程
度
の
大
き
さ
と
し
ま
す
。

▽
発
表
・
賞
・
・
・
1
0
月
末
日
ま
で

　
に
決
定
。
優
秀
賞
―
点
、
優

　
良
賞
２
点

▽
’
－
募
先
・
問
い
合
わ
黎
：
労

　
働
省
婦
人
局
婦
人
政
策
課
雇

　
用
改
善
係
（
〒
1
0
0
東
京
都
千

　
代
田
区
霞
ヶ
関
1
1
2
－
２

　
中
央
合
同
庁
舎
第
５
号
館
・

　
容
０
３
剛
6
7
9
0
）
へ
。

　
な
お
、
応
募
作
品
は
返
却
し

ま
せ
ん
。
ま
た
、
入
賞
作
品
の
著

作
権
は
労
働
省
に
帰
属
し
示
ｙ
。

　
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
は
、

女
子
労
働
者
が
雇
用
の
分
野
で

男
子
と
均
等
な
機
会
を
得
、
そ

の
意
欲
と
能
力
に
応
じ
て
均
等

な
待
遇
が
驀
Ｚ
れ
る
ぶ
つ
に

す
る
と
共
に
、
女
子
労
働
者
の

就
業
に
関
す
る
援
助
と
福
祉
の

増
進
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

608

７月４日から手話教室開講

福
祉
の
お
知
ら
せ

健康づくり

入門

手話で話そう

あ
な
た
の
職
場
は
男
女
同

一
賃
金
で
す
か
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